
建築基準法第５１条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

  建築基準法第５１条では、卸売市場やごみ焼却場などの特殊な用途に供する建築物で、都市計画においてその敷地の位置が決定していないものは、同条のただし書きの規定に基づき都市計画審議
会の議を経たうえで、特定行政庁の許可を得れば建築することができることとなっている。 

申請者 敷地の位置 （用途地域） 面  積 備 考 （処理施設の種類及び処理能力） 

  山光金属 株式会社 
 
  代表取締役 山辺 葉月 
 
 
 
 
 
 

  北九州市若松区 
 
  響町一丁目１３番４ 
 
  （工業専用地域） 
 
 
 
 

敷地面積： １３，２２３．１５ ㎡ 
 
建築面積： ３，２９６．２４ ㎡ 
〔申請部分１，７９９．４８ ㎡〕 
 
延べ面積： ３，２７１．６９ ㎡ 
〔申請部分１，６５４．１９ ㎡〕 

  一般廃棄物処理施設 
  ・ ごみ処理施設 
           ６９．９ t／日（５時間）  
 
 

申請地は付近見取図（資料２７２－１）に示すとおり。 

（建築基準法第５１条ただし書きの規定による許可を必要とする理由） 

  申請者は、当敷地において平成２１年度に産業廃棄物処理施設の設置のため、建築基準法第５１条ただし書きの許可を取得し、産業廃棄物（廃プラスチック類）の破砕処理施設として操業を行ってき
た。   
 今回新たに一般廃棄物（使用済小型電子機器等）の受け入れが決定し、その一般廃棄物処理施設（ごみ処理施設）の処理能力が廃掃法で定める基準を上回ることから、建築基準法第５１条ただし書
きの規定による許可を申請する必要が生じたものである。 
 なお、保管場所の増設は１棟あるが、産業廃棄物処理施設と同施設を使用するため、新たな機械の導入等はない。 
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建築基準法第51条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

都市計画図  

２７２ ‐ １ 

山光金属 株式会社 

北九州市若松区響町1丁目13番4 



建築基準法第51条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

用途現況図  

２７２ ‐ ２ 



建築基準法第51条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

運搬計画図  S=1／115,000 

２７２ ‐ ３ 

福岡方面から 

福岡方面 

大分方面から 

共英製鋼（株）へ 
ツネイシカムテックス（株）へ 



建築基準法第51条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

敷地配置図  

２７２ ‐ ４ 
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建築基準法第51条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

搬入・搬出図  

２７２‐５ 



建築基準法第51条の規定によるごみ処理施設の用途に供する建築物の敷地の位置について 

処理フロー図  
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    許可対象施設関連 
廃プラ類 

処理前保管場所 

小型家電用上屋 

破砕施設 

二軸破砕機 

２７２ ‐ ６ 


